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少し時間が経過しましたが、去る3月末に理事長職を退任いたしました。平成22年11月からほぼ８年近く、務めさせていただきました。この間、常に意識してまいりましたのは育成会の役割です。機会あるごとに職員の皆さんにお話しをしました「育成会の役割は保護者・障がいのある人の願いを形にすることである。」ということです。この考え方は現在でも変わりませんが、一方で、社会福祉の流れや法律や制度も大きく変わり、時には自分自身の思いと社会の流れにずれを感じたこともありました。
８年間の中で、様々な経験をさせていただきましたが、今、一番強く残っているのは人材育成の重要性です。物はお金で買えますが、人だけはそうはいきません。長い時間が必要で、そして辛抱強く取り組む必要があります。そして、一法人だけで対応できる範囲も限られています。今、国においても人の確保のための取り組みがなされていますが、根本的には、長い期間を見通し、国民全体の生活の安定を図るための福祉政策に関する国の考え方によるところが大きいと思います。ただし、今やれることは法人内でもやるべきことは多くあり、人の育成は最も重要な課題であると思います。
最後になりましたが、目の前の事柄にのみとらわれることなく、障がい者福祉はどうあるべきかということも考えながら行動する育成会であってほしいと思っています。
皆様には大変お世話になりました。ありがとうございました。
